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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の缶を装飾するように構成された缶装飾機用のインクステーションアセンブリにお
いて、
　インクの供給をするように構成されたインク溜めと、
　前記インク溜めから前記インクを受け取るように構成されたインク溜めロールと、
　分配ロールと、
　前記インク溜めロールと前記分配ロールと協動して、前記インク溜めロールから前記分
配ロールに前記インクを移送する呼出しロールと、
　各々が長手軸を有しており、前記長手軸に沿って前後に振動するように構成された複数
の振動ロールと、
　各々が前記複数の振動ロールの中の少なくとも１つと協動する複数の転移ロールと、
　印刷プレートを含む印刷プレートシリンダと、
　前記印刷プレートシリンダと協動して、前記印刷プレートに前記インクを塗布する単一
フォームロールと、
を備えており、
　前記インクステーションアセンブリ内にあるロールの総数は９であり、
　前記単一フォームロールは、第１の直径を有しており、
　前記印刷プレートシリンダは、第２の直径を有しており、
　前記単一フォームロールの第１の直径は、前記印刷プレートシリンダの第２の直径より
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も大きい、インクステーションアセンブリ。
【請求項２】
　前記単一フォームロールが１回転する前に前記印刷プレートシリンダが１回転して、前
記単一フォームロールのどの部分も、１回転当たり１回を超えて前記印刷プレートシリン
ダに接触しないようにする、請求項１に記載のインクステーションアセンブリ。
【請求項３】
　前記単一フォームロールの第１の直径は、５インチよりも大きい、請求項１に記載のイ
ンクステーションアセンブリ。
【請求項４】
　前記複数の振動ロールは、第１振動ロール及び第２振動ロールであり、
　前記複数の転移ロールは、第１転移ロール及び第２転移ロールであり、
　前記第１転移ロールは、前記分配ロール及び前記第１振動ロールと協動し、
　前記第２転移ロールは、前記第１振動ロール及び前記第２振動ロールと協動する、請求
項１に記載のインクステーションアセンブリ。
【請求項５】
　前記第１振動ロール及び前記第２振動ロールは、前記単一フォームロールと協動する、
請求項４に記載のインクステーションアセンブリ。
【請求項６】
　ライダーロールを更に含んでおり、前記ライダーロールは、前記単一フォームロールと
協動して、前記印刷プレートによってインクが取り除かれた領域に、残ったインクを平ら
にして且つ再分配する、請求項４に記載のインクステーションアセンブリ。
【請求項７】
　前記インクは、前記インク溜まりから前記印刷プレートシリンダに転送されるように、
インクトレインを構成し、
　前記インクトレインは、前記インク溜めロールが時計回りに回転し、前記呼出しロール
が反時計回りに回転し、前記分配ロールが時計回りに回転し、前記第１転移ロールが反時
計回りに回転し、前記第１振動ロールが時計回りに回転し、前記第２転移ロールが反時計
回りに回転し、前記第２振動ロールが時計回りに回転し、前記単一フォームロールが反時
計回りに回転し、前記印刷プレートシリンダが時計回りに回転し、前記ライダーロールが
時計回りに回転することによって規定される、
請求項６に記載のインクステーションアセンブリ。
【請求項８】
　前記呼出しロールは、前記インク溜めロールと協動する前記呼出しロールに対応する第
１の位置と、前記分配ロールと協動する前記呼出しロールに対応する第２の位置との間で
回転可能である、請求項１に記載のインクステーションアセンブリ。
【請求項９】
　第１サイドプレートと、前記第１サイドプレートと対向するように前記第１サイドプレ
ートにから離れて配置された第２サイドプレートと、駆動アセンブリと、前記駆動アセン
ブリを少なくとも部分的に収容するハウジングとを更に含んでおり、
　前記第１サイドプレートは、第１側及び第２側を有し、
　前記インク溜めロール、前記分配ロール、前記呼出しロール、前記複数の振動ロール、
前記複数の転移ロール、及び前記単一フォームロールは、前記第１サイドプレートと前記
第２サイドプレートの間にて、前記第１サイドプレートの第１側に回転自在に配置されて
おり、
　前記駆動アセンブリは、前記第１サイドプレートの第２側に配置され、
　前記駆動アセンブリは、少なくとも前記インク溜めロール、前記分配ロール、及び前記
複数の振動ロールを駆動し、
　前記駆動アセンブリは、前記複数の振動ロールを振動させる、
請求項１に記載のインクステーションアセンブリ。
【請求項１０】
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　缶を装飾するための缶装飾機であって、
　複数の画像転写セグメントと、前記複数の画像転写セグメント上に配置されたブランケ
ットとを含むブランケットホイールと、請求項１乃至９の何れかに記載の複数のインクス
テーションアセンブリとを含んでおり、
　前記ブランケットは、対応する缶の１つに画像を転写するように構成されている、缶装
飾機。
【請求項１１】
　ブランケットと複数の画像転写セグメントとを備えた缶装飾機を用いて、複数の缶を装
飾する方法であって、
（ａ）インクステーションアセンブリを準備する工程であって、前記インクステーション
アセンブリは、
　駆動アセンブリと、
　インクを供給するインク溜めと、
　前記インク溜めから前記インクを受け取るインク溜めロールと、
　分配ロールと、
　前記インク溜めロール及び前記分配ロールと協動して、前記インク溜めロールから前記
分配ロールに前記インクを移送する呼出しロールと、
　各々が長手軸を有しており、前記長手軸に沿って前後に振動するように構成された複数
の振動ロールと、
　各々が前記複数の振動ロールの中の少なくとも１つと協動する複数の転移ロールと、
　印刷プレートを含む印刷プレートシリンダと、
　前記印刷プレートシリンダと協動する単一フォームロールと、
を含んでいる工程と、
（ｂ）前記駆動アセンブリを動作させて、前記インク溜めロール、前記分配ロール、及び
前記複数の振動ロールの中の少なくとも１つを動かして、前記インク溜めから前記単一フ
ォームロールにインクを移送する工程と、
（ｃ）前記単一フォームロールのインクで、前記印刷プレートシリンダの前記印刷プレー
トをコートする工程と、
（ｄ）前記ブランケットを回転させて、前記印刷プレートを、前記複数の画像転写セグメ
ント中の対応する１つにて又はその付近で、前記ブランケットと接触させる工程と、
（ｅ）前記ブランケット上に画像を生成する工程と、
（ｆ）前記ブランケットを、前記複数の缶の中の対応する１つと係合させる工程と、
（ｇ）前記画像をその缶に転送する工程と、
を含んでおり、
　前記インクステーションアセンブリ内にあるロールの総数は９であり、
　前記単一フォームロールは、第１の直径を有しており、
　前記印刷プレートシリンダは、第２の直径を有しており、
　前記単一フォームロールの第１の直径は、前記印刷プレートシリンダの第２の直径より
も大きい、方法。
【請求項１２】
　更に、前記印刷プレートシリンダは、前記単一フォームロールが１回転する前に１回転
して、前記フォームロールの何れの部分も、１回転当たり１回を超えて前記印刷プレート
と接触しないようにする、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　第１振動ロール、第２振動ロール、第１転移ロール、第２転移ロール、及びライダーロ
ールを含む前記インクステーションアセンブリを準備する工程と、
　前記インク溜めロールを時計回りに回転させる工程と、
　前記呼出しロールを反時計回りに回転させる工程と、
　前記分配ロールを時計回りに回転させる工程と、
　前記第１転移ロールを反時計周りに回転させる工程と、
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　前記第１振動ロールを時計回りに回転させる工程と、
　前記第２転移ロールを反時計回りに回転させる工程と、
　前記第２振動ロールを時計回りに回転させる工程と、
　前記単一フォームロールを反時計回りに回転させる工程と、
　前記印刷プレートシリンダを時計回りに回転させる工程と、
　前記ライダーロールを時計回りに回転させる工程と、
を更に含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　更に、前記缶装飾機は、８つのインクステーションアセンブリを含む、請求項１１に記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　開示された思想は概して、機械に関するものであり、より詳しくは、食品や飲料の容器
の産業において使用される、缶を装飾する缶装飾機及び方法に関する。開示された思想は
、缶装飾機械用のインクステーションアセンブリにも関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　缶装飾機(can　decorator　machines)又は単に缶デコレータと呼ばれている缶装飾用の
高速連続運動機械が、一般によく知られている。
【０００３】
　図１は、同一出願人による米国特許第５，３３７，６５９号で開示されているタイプの
缶デコレータ(2)を示しており、当該特許は、引用を以って本明細書に組み込まれるもの
とする。缶デコレータ(2)は、送込み(infeed)コンベア(15)を含み、当該送込みコンベア(
15)は、缶供給源(図示せず)から缶(16)を受け取って、ポケット用ホイール(pocket　whee
l)(12)に固定されており、互いに離間している複数の平行なリング周辺に沿った弓型クレ
ードル、又はポケット(17)へと案内する。ポケット用ホイール(12)は、連続回転マンドレ
ル用キャリアホイール(18)にしっかりと固着される。更には、マンドレルキャリアホイー
ル(18)は、連続回転水平駆動軸(19)にキーで固定されている。水平スピンドル、即ちマン
ドレル(図示せず)の各々は、それ自身の軸回りで回転可能であり、その周囲に隣接するマ
ンドレルキャリアホイール(18)に装着されている。送込みコンベア(15)から下流では、各
スピンドル又はマンドレルは、僅かに離間して、個々のポケット(17)と共に軸配置されて
おり、固定アーム(42)に対してワイピングすることで(wiping)、未装飾缶(16)は、ポケッ
ト(17)からマンドレルへ移される。固定アームは、カムとして機能して、対応するマンド
レルに向けて缶(16)を動かすように、下流方向において、内側に向けられている。マンド
レル軸の通過を通して行われる吸入は、缶をマンドレル上の最終設置位置に引き寄せる。
【０００４】
　マンドレルに装着されている間、ブランケット(例えば、これに限定されないが、着脱
自在なラバーの片面接着片)と係合させられることで、缶(16)には装飾が施される。ブラ
ンケットは、総じて符号(22)によって示されているマルチカラー印刷ユニットのブランケ
ットセグメント(21)に付けられている。その後、マンドレルに装着されている間、塗布ロ
ール(図示せず)の表面と係合することによって、装飾された缶(16)の各々の外面に、保護
ニスのフィルムがコートされる。塗布ロールは、総じて符号(24)によって示されているニ
ス塗りユニット(overvarnish　unit)内のシャフトで回転する。装飾及び防食コーティン
グがなされた缶(16)は、次に、マンドレル(図示せず)から吸着カップへ移される。吸着カ
ップは、移動部(27)の軸(28)を中心に回転する移動車輪(図示せず)の周面に隣接して設け
られている。移動部(27)から、缶(16)は、チェーン型の出力コンベア(30)で運ばれる略水
平なピン(29)に置かれる。出力コンベア(30)は、缶(16)を硬化炉(図示せず)へ運搬する。
【０００５】
　未装飾缶(16)と係合する向きに進む間に、ブランケットは、複数の印刷プリンタ(31)と
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係合する。それらの各々は、個々のインクステーションアセンブリ(32)に使われている(
６つのインクステーションアセンブリ(32)が、図１の例では示されている)。各インクス
テーションアセンブリ(32)は、複数のフォームロール(33)(34)及び他のロール(例えば、
これに限定されないが、ロール(35)が、簡略化された形態で図１で破線で描画されている
。図５も参照のこと)を含んでおり、それらは、印刷シリンダ(31)に塗布される、調整さ
れたインク膜を生じる。通常、各アセンブリ(32)は、異なる色のインクを提供する。各印
刷プリンタ(31)は、異なる画像のセグメントをブランケットに与える。これらの画像のセ
グメントの全てが組み合わさって、１つの主画像を生じる。そして、この主画像が、未装
飾缶(16)へ転写される。
【０００６】
　金属に装飾する場合、印刷プレートが、鮮明で一定の画像を印刷ブランケット(21)に伝
えて、最終的に印刷された基材(例えば、缶(16))へと伝えるために、できるだけインク膜
厚が一定された印刷シリンダ(31)を供給することが重要である。インク膜の不一致は、印
刷画像に渡って色濃度を変化させ得ることに加えて、画像の「スタベーションゴースト(s
tarvation　ghosting)」をもたらし得る。好ましくない薄い画像の複製又はコピーが、主
要画像に加えて、缶(16)に付されてしまう。スタベーションゴーストのような、インク膜
の不一致及びその所産による問題を解決する従来の提案には、更なるフォームロールの追
加、フォームロールの直径の変更、各フォームロールが異なる直径を有しており、それら
の全てを印刷シリンダの直径よりも小さくすること、１又は複数のフォームロールに複数
のライダーロール(rider　roll)を加えること、及び／又はライダーロールを振動させる
こと、及び／又は、振動ロールの軸サイクル率の変動などの手法が含まれている。
【０００７】
　従って、缶装飾機械とその方法、及びインクステーションアセンブリには、改良の余地
がある。
【発明の概要】
【０００８】
　これらの要求やその他の要求は、開示された思想の実施例によって満たされ、当該実施
例は、缶装飾機械用のインクステーションアセンブリ及びそれに関連する缶装飾の方法を
対象とする。利点の中で特に、インクステーションアセンブリ及び方法は、単一のフォー
ムロールを用いて、インクの不一致及び問題(例えば、限定するものではないが、インク
スタベーション、インク膜厚、インク膜厚の変動、画像ゴースト)を処理する。
【０００９】
　開示された思想の１つの態様として、インクステーションアセンブリは、複数の缶を装
飾するように構成された缶装飾機械を提供する。インクステーションアセンブリは、イン
クの供給をするために構成されたインク溜めと、インク溜めからインクを受け取るように
構成されたインク溜めロールと、分配ロールと、インク溜めロール及び分配ロールと協動
して、インク溜めロールから分配ロールにインクを移送する呼出しロール(doctor　roll)
と、各々が長手軸を有しており、長手軸に沿って前後に振動するように構成された複数の
振動ロールと、各々が複数の振動ロールの中の少なくとも１つと協動する複数の転移ロー
ルと、印刷プレートを含む印刷プレートシリンダと、印刷プレートシリンダと協動して、
インクを印刷プレートに塗布する単一フォームロールとを含む。
【００１０】
　単一フォームロールは、第１の直径を有する。印刷プレートシリンダは、第２の直径を
有する。単一フォームロールの第１の直径は、印刷プレートシリンダの第２の直径より大
きい。単一フォームロールの何れの部分も、１回転当たり１回を超えて印刷プレートと接
触しないように、単一フォームロールが１回転する前に、印刷プレートシリンダが１回転
する。
【００１１】
　インクステーションアセンブリは、第１サイドプレートと、第１サイドプレートと対向
するように前記第１サイドプレートから離れて配置された第２サイドプレートと、駆動ア
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センブリと、当該駆動アセンブリを少なくとも部分的に収納するハウジングとを更に含む
。第１サイドプレートは、第１側及び第２側を有する。インク溜めロール、分配ロール、
呼出しロール、振動ロール、転移ロール及び単一フォームロールは、第１サイドプレート
と第２サイドプレートの間で、第１プレートの第１側に回転可能に配置されてもよい。駆
動アセンブリは、第１サイドプレートの第２側に配置されてもよく、少なくともインク溜
めロール、分配ロール及び振動ロールを駆動させて、振動ロールを振動させることができ
る。
【００１２】
　缶装飾機及び缶装飾方法も、開示される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
　添付した図面と一緒に読まれることで、開示された思想の完全な理解を、以下の好まし
い実施の形態から得ることができる。
【図１】図１は、缶装飾機の側面図である。
【図２】図２は、開示された思想の実施例による缶装飾機械及びそのインクステーション
アセンブリの一部の等角図である。
【図３】図３は、図２の複数のインクステーションアセンブリの中の１つの等角図である
。
【図４】図４は、図３のインクステーションアセンブリの側面図であって、隠れた構造を
示すために、サイドプレートの中の１つが取り除かれている。
【図５】図５は、図１のインクステーションアセンブリの中の１つの側面図であって、隠
れた構造を示すために、サイドプレートの中の１つが取り除かれている。
【図６】図６は、図４のインクステーションアセンブリの略図であって、開示された思想
の実施例によるインクトレイン(ink　train)を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図面に示されて、本明細書において記載されている特定の構成要素は、開示された思想
の実施の形態の単なる例示である。したがって、本明細書において、開示された実施例に
関する特定の寸法、向き及び他の物理的な特徴は、開示された思想の範囲を限定するもの
ではない。
【００１５】
　本明細書で用いられているように、用語「缶」は、任意の周知又は適切な容器に言及し
ており、それは物質(例えば、限定されるものではないが、液体、食品、他のあらゆる適
当な物質)を含む様に構成されており、例えば、ビール及びソーダ缶等の飲料缶と同様に
食料缶を含むが、これらに限定されるものではない。
【００１６】
　本明細書で用いられているように、用語「インクトレイン」は、インクステーションア
センブリを通って、特に、インクステーションアセンブリの様々なロールを介してインク
溜め(ink　fountain)から印刷プレートシリンダへと送られるインクの経路に言及してい
る。
【００１７】
　本明細書で用いられているように、２つ又は３つ以上の部品が互いに「結合される」と
いう記載は、その部品が、互いに直接的に連結されるか、或いは、１又は複数の中間部分
で連結されることを意味する。
【００１８】
　本明細書で用いられているように、「数」という用語は、１又はそれより大きい整数(
即ち、複数)を意味する。
【００１９】
　図２は、開示された思想による複数のインクステーションアセンブリ(200)(８つが示さ
れている)を含む缶装飾機(100)の一部を示す。缶装飾機(100)は、例えば、(所望のインク
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ベースの画像が缶(300)の外面に施される様に)複数の缶(300)を装飾するように構成され
ている(説明を簡単にするために、１つの缶(300)を、図２にて仮想線で図示し、簡略化さ
れた形で示す)。構成要素の中で特に、時に単に缶デコレータと称される缶装飾機(100)は
、ブランケット(102)と、複数の画像転写セグメント(104)(図４にて、仮想線で図示して
示す)とを含んでいる。ブランケット(102)は、各画像転写セグメント(104)を用いて、複
数の缶(300)の中の対応する１つに画像を転写するように構成されることが好ましい。既
に説明したように、缶装飾機(100)は、更に、複数のインクステーションアセンブリ(200)
を含んでいる。図示されて、本明細書にて説明されている缶装飾機(100)は、８つのイン
クステーションアセンブリ(200)を含んでいるが、代わりに、開示された思想の範囲から
逸脱することなく、既知又は適切な数及び／又は適切な構成のインクステーションアセン
ブリ(図示せず)を備えてよいことが理解されるであろう。開示の効率及び図示の簡単化の
ために、インクステーションアセンブリ(200)の中の１つだけが、図示されて、説明され
ることが理解されるであろう。
【００２０】
　図３及び図４は、インクステーション(200)の非限定的な１つの実施の形態を、より詳
細に示している。具体的には、インクステーションアセンブリ(200)は、インク(400)(図
３に簡略化された形状が、仮想線で描かれている、図６も参照のこと)の供給を提供する
様に構成されたインク溜め(202)を含んでいる。インク溜めロール(204)は、インク溜め(2
02)からインク(400)を受け取る。インクステーションアセンブリ(200)は、更に、分配ロ
ール(206)と呼出しロール(208)とを含んでいる。呼出しロール(208)は、インク溜めロー
ル(204)と分配ロール(206)の両方と協動して、インク溜めロール(204)から分配ロール(20
6)へとインク(400)を運ぶ。複数の振動ロール(210)(212)(２つ示されている)は、夫々、
長手軸(214)(216)を含んでいる。振動ロール(210)(212)は、これらの軸(214)(216)に沿っ
て、夫々、前後に振動するように構成されている。例えば、これに限定されるものではな
いが、図３の実施形態において、振動ロール(212)は、ほぼ矢印(217)によって示される方
向に、軸(216)に沿って前後に振動することが理解できるであろう。振動ロール(210)(図
３に部分的に示される、図４及び図６参照)は、同様の方法で、長手軸(214)に沿って前後
に振動する。本明細書に示されて、説明されている実施例は、２本の振動ロール(210)(21
2)を含むが、任意の周知又は他の適切な数又は構成の振動ロール(図示せず)が、開示され
た思想に基づいて用いられ得ることが理解されるべきである。例示されたインクステーシ
ョンアセンブリ(200)も、２つの転移ロール(218)(220)を含み、それらの各々は、振動ロ
ール(210)(212)の中の少なくとも１つと協動する。しかしながら、本明細書に開示され、
記載されている以外の転移ロール(図示せず)の既知又は代わりの適切な任意の数及び/又
は構成が、開示された思想の範囲を逸脱することなく用いられてよいことは明らかである
。
【００２１】
　印刷プレートシリンダ(222)は、印刷プレート(総じて、符号(224)によって示される)を
含んでおり、以下により詳細に記載するように、単一フォームロール(230)と協動して、
印刷プレート(224)にインク(400)を塗布する。従って、開示されたインクステーションア
センブリ(200)のロールの配置が、従来技術のインクステーションアセンブリ(例えば、図
１及び図５のインクステーションアセンブリ(32)参照)と比較して、改良されていること
は理解できるであろう。より具体的には、利点の中で特に、例示のインクステーションア
センブリ(200)は、合計９本のロールを含む(例えば、インク溜めロール(204)、分配ロー
ル(206)、呼出しロール(208)、第１及び第２振動ロール(210)(212)、第１及び第２転移ロ
ール(218)(220)、単一フォームロール(230)、及びライダーロール(240)である)。これは
、図５に示される少なくとも１０本のロール(例えば、第１及び第２フォームロール(33)(
34)、第１及び第２振動ロール(35)(36)、第１、第２及び第３転移ロール(37)(38)(39)(40
)、呼出しロール(41)、及びインク溜めロール(51))を含む従来のインクステーションアセ
ンブリよりも、ロールが１つ少ない。更に、従来のインクステーションアセンブリ(32)は
、２つのフォームロール(33)(34)を含んでおり、その両方の直径は、図５に示すように、
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印刷プレートシリンダ(31)の直径よりも小さい。このことの結果として、不利益の中では
特に、例えば、これに限定されるものではないが、所望の画像の「スタベーションゴース
ト」のようなインク不一致がもたらされ得る。
【００２２】
　図６に示すように、開示されたインクステーションアセンブリ(200)は、第１の直径(23
2)を有するたった１つの単一フォームロール(230)と、第２の直径(234)を有する印刷プレ
ートシリンダ(222)と、を有する。単一フォームロール(230)の第１の直径(232)は、印刷
プレートシリンダ(222)の第２の直径(234)より大きい。従って、開示されたインクステー
ションアセンブリ(200)及び、特にその単一フォームロール(230)は、既に説明したインク
不一致とそれに関連する問題(例えば、これに限定されないが、「スタベーションゴース
ト」)に対処して、克服する。というのは、単一のフォームロール(230)が完全に回転する
(例えば、完全な一回転として、図６の矢印(420)の方向に時計回りに回転する)前に、印
刷プレートシリンダ(222)が完全に回転する(例えば、完全な一回転として、図６の矢印(4
18)の方向に反時計回りに回転する)と、いう事実によるものである。言い換えると、１回
転当たり、単一フォームロール(230)のどの部分も、印刷プレートシリンダ(222)の印刷プ
レート(224)と、１回を超えて接触することはない。
【００２３】
　非限定的な１つの実施例では、単一フォームロール(230)の第１の直径(232)は、５イン
チ(１２．７ｃｍ)より大きい。しかしながら、単一フォームロール(230)が、印刷プレー
トシリンダ(222)の直径(234)よりも大きな任意の既知又は適切な他の直径を有することが
できることは明らかである。
【００２４】
　引き続き、図６に加えて図３及び図４を参照すると、実施例のインクステーションアセ
ンブリ(200)は、更に、第１及び第２転移ロール(218)(220)を含んでいる。第１転移ロー
ル(218)は、分配ロール(206)及び第１振動ロール(210)と協動する。第２転移ロール(220)
は、第１振動ロール(210)及び第２振動ロール(212)と協動する。第１振動ロール(210)及
び第２振動ロール(212)は、本明細書において、例示として示され、説明されており、両
方とも単一フォームロール(230)と協動する。
【００２５】
　図４及び図６に最も良く示されているように、インクステーションアセンブリ(200)は
、更に、ライダーロール(240)を含むことが好ましい。ライダーロール(240)は、単一フォ
ームロール(230)と印刷プレートシリンダ(222)の先の回転の間に、インク(400)が印刷プ
レート(224)によって取り除かれているかも知れない領域に、単一フォームロール(230)と
協動して、残っているインク(400)を平らにして且つ再分配する。従って、ライダーロー
ル(240)は、更に、従来技術に存在していることが知られるインクの不一致、消耗(deplet
ion)及び/又はスタベーションの問題に対処して、克服することを助ける。
【００２６】
　動作中、インク(400)は、インク溜め(202)から印刷プレートシリンダ(222)へ送られて
、インクトレイン(402)を構成する。図６に示すように、インクトレイン(402)は、インク
溜めロール(204)が、矢印(404)が示す向きに時計回りに回転し、呼出しロール(208)が、
矢印(406)が示す向きに反時計回りに回転し、分配ロール(206)が、矢印(408)が示す向き
に時計回りに回転し、第１転移ロール(218)が、矢印(410)が示す向きに反時計回りに回転
し、第１振動ロール(210)が、矢印(412)が示す向きに時計回りに回転し、第２転移ロール
(220)が、矢印(414)が示す向きに反時計回りに回転し、第２振動ロール(212)が、矢印(41
6)によって示された時計回りに回転し、単一フォームロール(230)が、矢印(418)が示す向
きに反時計回りに回転し、印刷プレートシリンダ(222)が、矢印(420)が示す向きに時計回
りに回転し、ライダーロール(240)が、矢印(422)が示す向きに時計回りに回転することに
よって規定されている。図６では、インクトレイン(402)におけるインク(400)の流れが、
相対的に太く濃い線によって上記のロール周りに図示されて、インク溜め(202)から印刷
プレートシリンダ(222)までのインク移送経路を示しているが、これが説明のために単純
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化した視覚的補助として提供されていることは理解できるであろう。即ち、動作中に、機
械(100)が動いている場合、インクトレイン(402)は平衡状態に達している。インク膜は、
各ロール対の接触(一般に、ニップと呼ばれる)により段階的に薄くなり、最も薄い膜は、
プレート(224)上になる。これは、インクが、各ニップにてほぼ半分に分けられることに
よる。各ロールが、駆動アセンブリ(264)(図３)(例えば、これに限定されないが、ギアア
センブリ)、或いは、１又は複数の隣接するロールとの係合及び相互作用によって、独立
して駆動(例えば、回転)されてよいことも理解できるであろう。例えば、これに限定され
るものではないが、開示された思想の１つの非限定的な実施形態では、呼出しロール(208
)、転移ロール(218)(220)及びフォームロール(230)が、隣接するロールと係合及び相互作
用することによって、駆動し(例えば、回転、自転)、インクステーションアセンブリ(200
)内の他の全てのロールは、駆動アセンブリ(264)(図３)によって、ギア駆動される。
【００２７】
　図３を再度参照すると、インクステーションアセンブリ(200)は、更に、第１及び第２
の対向するサイドプレート(260)(262)と、駆動アセンブリ(264)(隠線図で簡略化された形
にて示される)と、少なくとも部分的に駆動アセンブリ(264)を収容するハウジング(266)
とを含む。第１サイドプレート(260)は、第１及び第２の対向する側(268)(270)を有する
。インク溜めロール(204)、分配ロール(206)、呼出しロール(208)、振動ロール(210)(212
)、転移ロール(218)(220)、及び単一フォームロール(230)は全て、図示したように、第１
及び第２サイドプレート(260)(262)の間で、第１サイドプレート(260)の第１の側(268)に
、回転自在に配置されることが好ましい。駆動アセンブリ(264)は、第１サイドプレート(
260)の第２の側(270)に配置されていて、一般的に良く知られている方法によって、少な
くともインク溜めロール(204)、分配ロール(206)、及び振動ロール(210)(212)を駆動する
ように構成されている。既に説明した様に、駆動アセンブリ(264)は、軸(214)(216)上に
て振動ロール(210)(212)を夫々振動させる。
【００２８】
　したがって、開示された思想による缶装飾機(100)(図２に、部分的に示す)を用いて缶
を装飾する方法は、以下の工程を含む：（ａ）上述した複数のインクステーションアセン
ブリ(200)を準備する工程と、（ｂ）駆動アセンブリ(264)(図３)を動作させて、インク溜
めロール(204)、分配ロール(206)、及び振動ロール(210)(212)の中の少なくとも１つを動
かして、インク溜め(202)から単一フォームロール(203)へ、インク(400)を送る工程と、
（ｃ）印刷プレートシリンダ(222)の印刷プレート(224)を、単一フォームロール(230)か
らのインク(400)でコーティングする工程と、（ｄ）ブランケット(102)(図２参照。図４
でも仮想線で示されている)を回転させて、印刷プレート(224)を、対応する１つの画像転
写セグメント(104)(図２参照。図４でも仮想線で示されている)にて、又はその付近にて
、ブランケット(102)と接触させる工程と、（ｅ）ブランケット(102)上に画像を形成する
工程と、（ｆ）画像ブランケット(102)を、缶(300)の中の対応する１つ(図２にて単純化
して仮想線で示されている)と係合させる工程と、（ｇ）所望の画像を缶に転写する工程(
図２)と、を含む。
【００２９】
　図４を再度参照すると、例示のインクステーションアセンブリ(200)の呼出しロール(20
8)は、適切な枢転部材(242)を用いて、第１サイドプレート(260)の第１の側(268)に、回
転自在に連結されることが好ましい。具体的には、インク溜めロール(204)と協動する呼
出しロール(208)に対応する第１の位置(図４において、実線で示されている)と、分配ロ
ール(206)と協動する呼出しロール(208)に対応する第２の位置(図４において仮想線で示
されている)との間で、呼出しロール(208)は、(枢支部材(242)を介して、図４の視点で矢
印(250)の向きに時計回り及び反時計回りで)回転することができる。
【００３０】
　インクの一致性の改善(例えば、これに限定されないが、充分なインク量、一貫したイ
ンク膜厚、「スタベーションゴースト」がないこと)、及び開示されたインクステーショ
ンアセンブリ(200)によってもたらされる、関連した画像の改善が、以下の実施例を参照
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り、開示された思想の範囲を限定することを意図するものではない。
【実施例】
【００３１】
　以下の実施例では、開示されたインクステーションアセンブリ(200)によって提供され
る新たなインクトレイン(402)(図６)の分析がなされて、既存のラザフォード(Ｒｕｔｈｅ
ｒｆｏｒｄ)(登録商標)とコンコード(Ｃｏｎｃｏｒｄ)(登録商標)のインクステーション
アセンブリ内で行われるインク移送との比較を行った。ラザフォード及びコンコードは、
ストール　マシーナリ　カンパニー　エルエルシーの登録商標である。ストール　マシー
ナリ　カンパニー　エルエルシーは、コロラド州、センテニアル、南ポトマック通り６９
４９にて、事業所を有しており、ラザフォード及びコンコードなる缶デコレータを販売し
ている。
【００３２】
　具体的には、試験では、印刷面(例えば、缶(300)の外面(図２))を、印刷領域の全長に
沿って、０．１００インチ幅(２．５４ミリメートル)のセグメントで区切った。インク膜
厚と、隣接する２つのセグメント間の厚さの変動とに加えて、全印刷領域の周囲で起こる
最大変動とが、算出されて、評価された。分析は、２０個の缶の運転について実施した。
以下の表１及び表２は、例示のインクステーションアセンブリ(200)と、関連するインク
トレイン(402)(図６)とがもたらす、缶(300)の全体の周囲における最大値の膜の変動と、
隣接するセグメント間の膜の変動とを夫々明確に示している。
【００３３】

【表１】
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【００３４】
　このように、開示された思想は、缶装飾機(100)、インクステーションアセンブリ(200)
、及び缶(300)(図２)を装飾することに関連する方法を提供し、それらが、インク移送の
質と一貫性を、ひいては、缶(300)に装飾される画像全体の質を改善することが理解でき
るだろう。加えて、インクステーションアセンブリ(200)は、改善されたロールの配置を
含んでおり、それは、インク溜め(202)からインクを効率良く移送して、インク欠乏とイ
ンク不一致の問題(例えば、これに限定されないが、「スタベーションゴースト」)に対処
し、従来の設計よりも比較的容易に、既存の缶装飾機に用いることができ、且つ取り替え
しやすい。このことについて理由の中で特に、インクステーションアセンブリ(200)は、
最小数のロールと拡張された構成とを用いて、インクを効果的且つ効率的に転送できると
いうことがある。
【００３５】
　開示された思想の特定の実施例を詳細に記載したが、様々な態様の変更及びそれらの詳
細の変形が、開示された全体の教示に照らして、当業者によって開発され得ることは明ら
かである。したがって、開示された特定の配置は、図示することだけを意図したものであ
り、添付の請求項とその全ての等価物の全体に与えられる開示された思想の範囲を限定す
るものではない。
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